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全国に先駆け新生児学講座を設置した東
邦大学。小児科学の一部門である新生児学
では、お腹の中にいる胎児の診断から、出
生直後の医療、そして退院後の乳児のフォ
ローアップまでを一貫する周産期医療を
中心に研究しています。周産期医療とは、
文字通り、お産の前後に関わる医療。小児
科と産婦人科が連携し、妊婦・胎児から新
生児まで、科学的な視点に基づき診断・治
療する医療のことです。お産の前後は、お
母さんと赤ちゃん双方の健康に大きな影
響を及ぼす事態が起こりやすく、産婦人科
と小児科を結ぶ存在がとても重要です。
例えば、お腹の中にいる胎児に先天性の病
気が見つかった場合でも、出産後すぐに設
備・スタッフが整う施設で手術することが
できます。出産後に発見された場合と比べ、
赤ちゃんを救える可能性や安全性は確実に
向上します。また近年、女性のライフスタイ
ルや出産年齢の変化に伴い、合併症を起こ
す可能性が高い2,500g以下で生まれる低出
生体重児が増加しています。出産後すぐに
新生児集中治療室（NICU）で治療する必要
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研 究 内 容
● 新生児学全般（早産児の循環呼吸器学、新生児医療シ
ステムなど）

● 出生前診断学（胎児超音波を駆使した胎内診断）
● 新生児循環器学（先天性心疾患の診断と治療）
● 小児保健学（退院後の乳児のフォローアップなど）

卒 業 研 究 例
● 胎内診断された形態異常の長期予後から見た至適分
娩時期

● Dry lung syndromeの重症度に破水時期、破水期間
がおよぼす影響についての臨床的検討

● 低蛋白質ミルク摂取の栄養学的意義に関する研究
● 新生児遷延性肺高血圧症の診断と治療
● 心血管作動薬の使いかた
● 多胎管理の進歩―双胎間輸血症候群における心血管
障害

● 胎児エコースクリーニングの意義
● ハイリスク児の急性期循環管理
● 長期予後からみた出生前診断症例における周産期管
理の再評価

● 新生児循環管理なるほどQ&A

研究室紹介

研究室名 新生児学講座　 教員 與田 仁志  教授

あらゆる病気から赤ちゃんを救える医療の実現へ

與田 仁志  教授
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胎児から新生児まで、
一貫して向き合う周産期医療

周産期医療の充実を、
東邦大学が先導していく

若い医師が活躍できる、
これからに可能性のある分野

外来では入院していた赤ちゃんのその後のフォローアップをし、心身ともに健やかに成長しているか、
など発達状況を客観的に判断する。
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55もの講座・研究室で、
多角的に先進医療を探究

総合研究部実験センター
研究者が利用できる共同実験施設で
す。各分野ごとに専用のスペースが確
保されており、基礎研究を行っていま
す。分野を越え統合的・総合的視野で相
互に討論を進め、研究活動の飛躍的な
向上をめざしています。

臨床に強い東邦大学ならではの豊富な
臨床医学分野はもちろん、基礎医学か
ら最先端の医療機器などの研究まで、
これからの医学・医療の発展を担う幅
広い研究を行っています。先進の研究
に携わることでスキルアップすると同
時に、自主性、探究心、そして研究マイン
ドを育てていきます。

医学部講座・研究室一覧・教育単位紹介

一 般 教 育
● 心理学研究室 ● 物理学研究室
● 化学研究室 ● 生物学研究室
● 英語学研究室 ● 体育学研究室

基 礎 医 学
● 解剖学講座 生体構造学分野／微細形態学分野
● 生理学講座 統合生理学分野／細胞生理学分野
● 生化学講座 ● 薬理学講座
● 病理学講座
● 微生物・感染症学講座
　 感染制御学分野／感染病態・治療学分野
● 社会医学講座
　 衛生学分野／公衆衛生学分野／医療政策・経営科学分野
● 法医学講座 ● 免疫学講座
● 医学情報学研究室

臨 床 医 学
● 総合診療・救急医学講座
● 内科学講座
   消化器内科学分野／循環器内科学分野／呼吸器
内科学分野／糖尿病・代謝・内分泌学分野／神経内
科学分野／血液腫瘍学分野／膠原病学分野

● 腎臓学講座
● 外科学講座
   一般・消化器外科学分野／心臓血管外科学分野／
呼吸器外科学分野／小児外科学分野／乳腺内
分泌外科学分野

● 脳神経外科学講座
● 産科婦人科学講座 ● 小児科学講座
● 新生児学講座 ● 精神神経医学講座
● 心身医学講座 ● 整形外科学講座
● 泌尿器科学講座 ● 耳鼻咽喉科学講座
● 眼科学講座 ● 皮膚科学講座
● 麻酔科学講座 ● 放射線医学講座
● 形成外科学講座
● リハビリテーション医学研究室
● 臨床検査医学研究室
● 臨床生理機能学研究室
● 病院病理学講座 ● 口腔外科学研究室
● 東洋医学研究室

があるため、これまで以上に産婦人科と新
生児科の緊密な連携が求められるのです。

周産期医療の歴史は、他の分野と比べてま
だ日が浅いものです。近年になり、日本を
はじめ世界でも関心が高まり、ここ20年く
らいで、全国的に施設・システムの充実が
図られてきました。10年前には救命困難
だった病気が克服され、元気に育つ赤ちゃ
んを、私自身も現場でたくさん見てきまし
た。東邦大学は新生児学講座の設立ととも
に、早い時期から周産期医療にも着手して
きました。産婦人科医と小児科の新生児科
医が、赤ちゃんを一緒に診るシステムをい
ち早く取り入れ、他の施設で行えない高度
な治療を周産期センターにおいて実践し
てきました。これからますます、新生児学
や周産期医療の充実に向け、先導していく
役割が求められると思います。
今後の課題として第一にあげられるのが、
周産期医療の人材育成です。胎児と新生児
で異なる身体のしくみや病気の危険性な
どを理解した上で、専門的な知識・技術を
持つスペシャリストの育成が必要です。全

国的に見ても、周産期センターにおいて中
心となり働ける専門家が不足しています。
産婦人科医の中でも周産期に詳しい先生
や、小児科医でも新生児まで診られる先生
など、垣根を越えて医療体制を充実させて
いくことが重要なのです。

周産期医療は、産婦人科医だけでなく他分
野の医師、看護師、助産師、臨床工学士、臨床
心理士などと深く関わります。赤ちゃんの
立場に立った医療を実現させるために、自
分自身が高度な知識と技術を持つことはも
ちろん、さまざまな分野と協力して実務を
こなす協調性が求められます。チーム医療
体制が整う東邦大学においても、非常にレ
ベルが高い分野のひとつだと思います。
また、いつお産が始まるかわからない状況
では、24時間体制での医療が必要となり、
体力的にも過酷な仕事と言えます。「産婦
人科や小児科は大変」と敬遠する学生が多
いのも事実。でも、考えてみてください。誰
しも、医師を志した時は「苦しむ人を救い
たい」という強い思いがあったはず。周産
期医療では、一人の赤ちゃんを、生まれる

前から診て病気を治し、その後の成
長までフォローアップできるとい
う、他にはない醍醐味があります。
やりがいという意味では、直に跳ね
返ってくる分野なのです。「新生児
のことなら何でも任せろ」というマ
インドを持って、果敢に挑戦してほ
しいと思います。また比較的歴史が
浅い分野なので、これから新しい治
療法の開発や疾患の原因を発見す
ることも十分に可能です。若い医師
にとって、自分のアイディアや発想
を生かせるチャンスが大いにある
と思います。
自分の専門を決める際には「きつい
か」「儲かるか」という判断ではな
く、初心に立ち返り、本当にやりた
いことを究めてほしいと思います。
病態に対し、客観的に判断できる科
学的な視点を持ち、何が本当に患者
さんのためになるのかを考えられ
ること。そして、自分自身が穏やか
な精神状態でいられるよう、心豊か
な日常生活を送ること。周産期医療
なら、あなたの志をきっと叶えられ
ると思います。

病棟には移動できない重症な新生児がたくさん入院し
ている。ベッドサイドでも小児に負担なく診断できる
超音波装置などを駆使し、診察を行う。

新生児を診たいという学生が増えてきた、と語る與田教授。「東邦大学は、全国
に先駆けて周産期医療に注力してきた大学。教員やスタッフ、施設・設備など
が充実している環境は、学生にとって大きな魅力だと思います」と話した。

病棟カンファレンスもアットホームな雰囲気で行われ、
学生や研修医もスタッフのひとりとして意見を述べる。

研修医も積極的に診療に参加し上級医の指導のもと、
臨床能力もどんどん上がっていく。


